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【めざす子ども像】 

主体的に学び続け、多様な他者と協働しながら自分の人生を舵取りすることができる子ども 
 

【令和８年度 学校教育目標】 

学校にかかわる全員が ① 積極的・主体的に学び、深く考え、行動する 

② 安心・安全な学校環境をつくる 
 

人生という船のハンドルを握ろう 生徒集会より 

令和９年度からの三中校区一貫教育のスタートに向け、三中、門真小、速見小は、令和７度から小中一貫教育

の実現に向けた準備に取組んでいます。去年は３校の先生方が何度も集まり対話を重ね、三中校区教員として

のチーム作りをしました。また、対話をする中で「三中校区の子どもたちに、小１から中３の９年間でこんな力を身

につけてほしい」という大きな目標をつくりました。それが三中校区の「めざす子ども像」です。 

 主体的に学び続け、多様な他者と協働しながら、自らの人生を舵取りすることができる子ども  

ちょっと堅い言葉ですが、一言でいうと「自分で考えて学び続け、いろんな人と協力しながら、自分の人生の主

人公として生きていける人になろう」ということです。 

 

なぜ、今皆さんにこの力が必要なのでしょうか。それは、皆さんが大人になるこれからの社会が、ものすごいス

ピードで変化しているからです。AIが進化し、10年後にどんな仕事があるのか大人にも予想がつかない「正解

のない時代」です。これまでは、誰かが用意してくれたレール（大きな船）に乗っていれば安心という時代もありま

したが、これからは違います。皆さん一人ひとりが、自分の小さいボートのハンドルを握り、自分で進む方向を決

めていかなければなりません。 

授業で「言われたからやる」のではなく、 

「自分の苦手にあわせて工夫して勉強する 

（＝主体的に学ぶ）」。行事や部活で、自分 

と違う意見を否定せず、「お互いの得意な 

ところを合わせたらどうなる？」と力を合わ 

せる（＝多様な他者と協働する）。テストや試合で失敗したときに言い訳をせず、「次はここを変えてみよう」と前を

向く。これこそが、「自分の人生を舵取りする」姿です。 

 

「そんな完璧なこと、自分には無理」と思った人もいるかもしれません。でも安心してください。最初からこれが

できる人はいません。だからこそ、中学校の３年間があるのです。中学校という場所は、自分の船を安全に運転す

るための「練習場」です。授業で間違えてもいい、行事でぶつかり合ってもいい、進路に悩んで立ち止まってもい

い。失敗は、あなたが自分でハンドルを動かそうとし、挑戦した証拠です。 

三中だより 



そして、まわりを見れば、一緒に考えてくれる友達がいて、サポートしてくれる先生たちがいます。みなさんが、多

様な仲間たちと手を取り合いながら、自分の人生の航海を進めていけるよう、先生たちは全力で応援していま

す。  

 

学校の未来を、自分たちの言葉でつくるプロジェクト  

三中、門真小、速見小「共通の学校教育目標」をつくるプロジェクトが始まります。３校がこれから同じ目標に

向かって進んでいけるように、今年度に「学校教育目標」をゼロから作ることになりました。 

普通、こういう目標は大人が会議室で決めるものです。しかし、毎日学校に通って、そこで学び、成長していく

主役は、子どもたちです。だからこそ、大人が勝手に決めた目標を示すのではなく、「みんながどんな学校にした

いか」「どんな大人になりたいか」という声を、そのまま目標の言葉に詰め込みたいと考えています。 

これから３校では、生徒会・児童会を中心に、アンケートでアイデアを募集したり、話し合ったりする機会を作っ

ていきます。さらに、小学校の後輩たちと三中の先輩たちが一緒になって意見を交換する場も計画しています。 

難しく考える必要はありません。「毎日行くのが楽しみな学校ってどんな場所？」「卒業するときに、自分はどう

なっていたい？」という、みんなの素直な「願い」や「本音」を、言葉にして教えてほしいのです。 

誰かが作った目標に従うだけの学校生活ではなく、自分たちの学校の未来を、自分たちの手でデザインして

いく。このプロジェクトに積極的に参加すること自体が、皆さんにとっての「人生の舵取り」の第一歩になります。 

皆さんの思いや、素敵なアイデアに出会えるのを、心から楽しみにしています。世界に一つだけの、自分たちの

学校教育目標を一緒につくりましょう。 

 

【保護者・地域の皆様へ】 
令和９年度より、第三中学校、門真小学校、速見小学校は施設分離型小中一貫校としてスタートし、三校が９

年間の義務教育において同じ目標に向かって教育活動を進めます。 

そして、今回の新しい目標策定には、小中学生の意見を積極的に取り入れます。子どもたちが目標を「自分ご

と」として捉え、共通認識を持つための初の試みです。家庭や地域でも「どんな学校にしたい？」と、話題にしてい

ただければ幸いです。また、今後アンケートやコミュニティ・スクールを通して保護者・地域の皆様のご意見も頂戴

し、子どもたちに伝えたいと考えています。 

保護者・地域の皆様と一緒に、地域の宝である子どもたちの未来を支えたいと思います。ご協力よろしくお願

いいたします。 

 

定期テスト前「エブリワンルーム」開設 

  生徒会が企画・運営し、放課後自習室「エブリワンルーム」を開設しました。 

定期テストの勉強ができるように AL教室を開放しています。３０人ほどの生徒 

が主体的に静かな環境をつくり、テスト勉強に取組んでいました。 

 

 

 

 

 

                                                                            〈裏面もあります〉 

 



 

 

 
７・８月の行事予定 
７月３日（金）３年生進路ガイダンス 

   ６日（月）各種委員会 

   ７日（火）評議会 ２年多文化共生学習 

８日（水）～１５日（水）三者懇談 

  １７日（金）終業式 

８月８日（土）～１４日（金）学校閉庁日 

  ２６日（水）始業式 

  ２８日（金）３年実力テスト②                             
 

部活動の結果  おめでとうございます！ 
「女子テニス部」  門真杯団体戦 準優勝   

 

「男子卓球部」   門真市民総合体育大会 中学生男子３年生の部 

                準優勝    第三位        

 


